
Ⅰ．母子事業連携の受診勧奨 

子宮頸がんの罹患がピークとなる30歳代の女性は、出産や育児が生活の中心となっている世代である。
市の乳幼児健診の会場に、子宮がん検診車を手配し、乳幼児健診に来た母親が、がん検診を「ついで
に」受診できるという環境を整備した。また、検診時は、安心して受診できるように、保育スタッフを
配置した。 

乳幼児健診と子宮頸がん検診の同日実施で 
多くの保護者が検診を受診した！ 

受診の障壁となるもの 

 市の保健センターで 
 乳幼児健診の後に 
 予約せず、短い時間で 
      「ついでに」受診 

障壁を除去 

・どこで受診できるの？ 
・市のがん検診について 
   医療機関や受診条件を調べないと… 
・受診の日程調整や 
 予約をしないといけない 
・子どもは連れて行けるのかな？ 

 事前準備 

受診勧奨 

•  乳幼児健診の必要書類に 

  子宮がんの案内をあわせて送付 

•  子宮がん検診の受診票も同封し、 

  当日に受診票を記入する負担を軽減 

保 育 

•  保育場所・保育スタッフの確保 

•  検診車と保育場所は近くに設定 

当日の流れ 

•乳幼児健診の項目を全て終了した後に 

  希望者は子宮がん検診を受診する 
 

•事前予約枠を設定し、乳幼児健診対象 

   者以外の検診も実施した 

乳幼児健診の予算内で送付したこと
から追加の費用負担はなかった 

    Ａ４用紙 2枚追加のみ  

Ａ市：保育スタッフの雇用 

Ｂ市：既存の施設スタッフを活用 

子宮がん検診の効率化 

 乳幼児健診 

 受付開始 

子宮がん検診 

受付開始 

乳幼児健診 

受診 

予約あり 

（保護者以外） 

がん検診受診 

予約なし 

（乳幼児保護者枠） 

子宮がん検診受診 

乳幼児 
健診 

子宮がん
検診 

13時 14時15分 （例） 

・乳幼児健診時に声掛け 
 「待ち時間なくすぐ受診できる！」 



※１ 受診率＝乳幼児健診の受診者の内子宮頸がん検診受診者/ 
        （乳幼児健診受診者数-検診対象外の者） 
※２ 平成28年 国民生活基礎調査 
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1歳半健診 3歳児健診 2歳半健診 計 

受診率※１は46.6％であり、大阪府の受診
率38.5％※２を上回った。 
最も受診率が高い結果となったのは、1歳
半健診との同日実施であった。 

受診率は46.4％ 
 6割以上が30歳代の受診 

20歳代 

15.3％ 

30歳代

65.5％ 

40歳代 

19.5％  

受診者の年齢構成 

子育て世代は忙しい 
乳幼児健診との同時実施は、 

95％が「きっかけ」に 

結果１ 

結果２ 

受診者の95％が今回の母子健診との同時
実施は「きっかけになった」回答された。
今回、初めて子宮がん検診を受診した者の
半数が、「忙しかった」「時間がない」と
う理由で受診していなかった。 
乳幼児健診の受診率は90％を超えてお
り、保護者は可能な限り日程を調整し受診
する。その機会を利用したことにより子宮
がん検診受診につながった。 

結果3 

保育つきも重要な要素 

  
 

今後も、保健センターで子宮がん検診を実施
した場合の受診意識を調査した結果、95％の
者が「受診すると思う」と回答した。また、
その3割が「保育つき」を要因に挙げた。 
また、今回受診しなかった者の内、6割が「保
育つき」は受診のきっかけとなると回答し
た。子育て世代にとって保育がついているか
どうかは受診に結び付く重要な要素となる。 

  
 大阪府では、子宮頸がんのがん検診重点
受診勧奨対象を２５～４４歳と設定してお
り、乳幼児健診の保護者はこの年齢層にあ
たる。 乳幼児健診との同時実施はこの層
の受診機会の拡充として重要な要素となる
ことが分かった。 
 一方で子宮頸がん検診を集団検診にて同
時に実施できるかは市町村の検診体制に左
右される。同時実施が難しい場合、“保育
付”の検診実施や乳幼児健診の際に検診の
予約受付の実施等の取組みからも効果が期
待できるのではないか。 
 

受 診 率 

事業実施のポイント 
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